






医療法人財団　荻窪病院　訪問看護ステーション

　　　　　 　　　　　　　　　矢澤 紀子（やざわ のりこ）

略歴

	 1985年	 日本赤十字中央女子短期大学卒業

	 1985年	 日本赤十字社医療センター 脳神経外科勤務　　　

	 1988年	 KDDI 保健センター診療所 勤務

	 2006年	 荻窪病院 循環器内科病棟勤務、

	 	 2012年より病棟師長として一内科病棟、混合外科病棟勤務

	 2019年	 荻窪病院 訪問看護ステーション 所長 

	 	 現在は嘱託で勤務

在宅における緩和ケア ～看護師に求められるもの～
	

在宅で医療や看護を受けながら最期まで住み慣れた家で過ごすことができると、言われてもなかなかイメージは

つきにくい。がんと診断され入院した時は、検査、治療の検討や選択が優先され、治癒することが目的となり、最

期をどこでどのように過ごすかまでは現実的に考えられない。病院での治療効果が望めなくなった頃、今後は緩和

ケアを受けて穏やかに過ごしてくださいと話され、在宅側に終末期ケアとして引き継がれることが多い。病院とい

う統一された環境から出れば、地域性、ライフスタイル、家庭環境、経済事情などにより、患者のニーズは複雑化、

多様化している。そのため訪問看護師に求められる役割も非常に多い。在宅で過ごしたいという思いがあれば、タ

イミングを逃さず、速やかに病院、在宅チームとで連携を図り、よりよく生きること、自分らしく生きぬくことを

支える緩和ケアを実現していく。






